























































日　　時：2015 年 12 月 11 日（金）　10:00 ～ 16:00　　12 日（土）  10:00 ～ 13:00
会　　場：台湾大学文学院文 20 教室
報 告 者：常民研−高城玲、非文字−安田常雄、田島奈都子、金容範、金子展也
コメンテーター：内田青蔵（基調発言）、栗原純、大里浩秋、中島三千男、孫安石
報 告 者：呂紹理、蔡錦堂、許雅恵、王桜芬
コメンテーター：楊粛献（基調発言）、周婉窈、陳翠蓮、李文良、陳慧宏、山內登文、顏杏如 
写真１　「シンポジウム会場」
3センター
霊する目的で鋳造された「大鼎」を取り上げ、慰霊とい
うシンボルがどのように変容していったのかを検討する
ものであった。元々南京の戦闘で亡くなった日本軍兵士
を慰霊するために作られた「大鼎」は、後に靖国神社に
奉納されたが、戦後には再び国民政府によって接収され、
台湾に運び込まれた。そして、幾多の紆余曲折を経なが
ら、現在の台北の故宮博物院に安置されるに至り、「大鼎」
に彫られた五弁桜は梅花の紋様に替えられ、制作の由来
を記した銘文は、「博愛」という孫文の字に替えられた。
古代中国で皇帝の権威を象徴する祭事の供物として制作
されたとされる「鼎」は、古代と現代、南京と東京、台
北という時空を超えて、新たなイメージを我々に提示し
ているのではないかと述べた。
台湾師範大学台湾史研究所の蔡錦堂教授の「戦後にお
ける台湾の神社の処分と研究」は、植民地時期に台湾で
建立された数百を数える神社（官幣社、国幣社、県社、
無格社のほか、各種の企業や学校に建立された構内神社
を含む）の研究が、1980年代以降どのように行われて
きたのかを、①修士・博士論文、②専門の論文集、③台
湾総督府関連文書の翻訳と編纂作業、④各種機関の委託
による神社の調査報告書の発行、という分野から検討を
加えた上、戦後初期の行政長官公署と台湾省政府の公文
書の中に、日本の神社を接収する過程を記した重要な内
容が含まれていることを紹介するものであった。そのう
ち後者については、戦後初期の1946年 2月に台湾省
行政長官公署の教育処は台湾神宮、台湾護国神社、建功
神社の三か所をそれぞれ省立社教巡回施教団、省立台北
民衆教育館、民衆学校として利用する計画であったこと、
また、台湾護国神社は台湾省忠烈祠に、台湾県神社は中
山公園に変更することを指示する具体的な規定も確認で
きるとした。蔡教授によれば、1980年代の半ばから始
まった台湾の本土化運動により、旧来はもっぱら「侵略」
の象徴であることを意味した神社に関連する文物が、い
まは歴史的な建築や文化遺産として再評価されることに
なり、神社にかけられた「侵略国恥」や「皇民化」とい
った汚名をぬぐい、歴史遺産として再生するチャンスが
与えられるようになったとのことである。
以上、台湾側の報告を四つ取り上げ、その内容の一部
を紹介したが、報告者4名のほかに、台湾大学歴史学
部に所属する周婉窈教授、陳翠蓮教授、顏杏如教授、李
文良教授、陳慧宏教授、人類学部の童元教授、音楽学研
究所の山内登文教授がコメンテーターとして登場して、
日本側の報告に対して刺激に富む活発な意見を提示して
くれたことを付け加えておきたい。
【表１】「帝国日本と台湾の眼差し―非文字資料の利用」のプログラム
12 月 11日　セッション１「帝国日本と非文字資料」（司会：孫安石）
（1）「台湾『パイワン族の採訪記録』(1937) の現地上映会－現代に生きるアチックフィルム・写真」(高城玲 -神奈川大学教授・
日本常民文化研究所所員 )
（2）「戦時中の紙芝居と宣伝－日本と台湾の場合」（安田常雄 -神奈川大学特任教授・非文字資料研究センター研究員）
（3）「戦前期日本のヴィジュアル・デザインにおける台湾イメージ」(田島奈都子 -東京都青梅市立美術館学芸員・神奈川大学非
文字資料研究センター研究協力者 )
（4）「帝国日本と台湾の農薬広告」（呂紹理 -台湾大学歴史学部教授）
（5）「史料としての歴史録音：張福興勝利唱片の作品を例に」（王桜芬 -台湾大学音楽学研究所教授）
（6）「古鼎イメージの近代的転化：日中戦争（1937-1945）の中の大鼎」（許雅恵 -台湾大学歴史学部副教授）
12月 12日　セッション２「帝国日本と台湾のイメージ」（司会：呂紹理）
（1）「韓半島における日本人居留地と住居建築」（金容範 -神奈川大学非文字資料研究センター客員研究員）
（2）「メガ産業と企業神社－台湾における神社創立を全体としてとらえるために」（金子展也‐神奈川大学非文字資料研究センター研究協力者）
（3）「戦後における台湾の神社の処分と研究」（蔡錦堂 -台湾師範大学台湾史研究所教授）
写真２　「非文字資料研究センターの資料展示」
写真３　「シンポジウム会場」
